
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

江戸川区立小・中学校 
学力向上プロジェクトチーム 

外国語（英語）の学習では、コミュニケーション能力の向上に力
を入れています。特に中学校ではスピーキングを重視し、外国語
を使って即興的に話す力を身に付けることを目指しています。 
区立小・中学校には、外国語指導助手（ＡＬＴ）が週１回程度勤

務し、授業や給食、休み時間など、学校生活の中でネイティブ・ス
ピーカーと接する環境を整えています。 

江戸川区では、児童・生徒の学力向上に力を入れています。「２０３０年の江戸川区 ＳＤＧｓビジョン」に示す「確かな学力の向上」

を実現するため、江戸川区教育委員会と江戸川区立小・中学校が力を合わせ、江戸川区の子どもたちの学力をさらに高める取組

を進めていきます。令和５年度は、江戸川区教育委員会に「学力向上プロジェクトチーム」を設置し、小学校算数、中学校数学、中学

校英語の３教科について、授業の改善や児童・生徒の学習支援を行ってきました。 

そして、２０２６年度（令和８年度）の全国学力・学習状況調査（文部科学省）では、正答数四分位の分布におけるＣ・Ｄ層の児童・生

徒割合について都と区の差を解消すると共に、江戸川区立小・中学校の平均正答率が、東京都全体の平均正答率を上回ることを

目指します。 

小学校の算数では、１時間の授業のプロセスを大切にしています。児童の興味をグッと
引き寄せる問題提示の工夫、自力解決をする時間の確保、児童同士が学び合う時のコツ

など、算数の授業をレベルアップさせるための「算数指導の極意」を冊子にして、区立小学
校全校に配布しています。 

【学力向上プロジェクトチーム 算数分科会の取組】 

【学力向上プロジェクトチーム 英語分科会の取組】 

▲ 冊子を活用した授業の様子（南葛西第二小学校） ▲ 算数授業における問題提示の例 

数学の学力向上の取組の一つとして、区立中学校で「単元別検
定・総合検定」を実施しています。これは、生徒の「分かった」、「数学
って楽しい」という気持ちを大切にする、江戸川区オリジナルの取
組で、江戸川区が作成した検定問題（３級～１級）に中学生がチャレ
ンジします。 

合格者には「合格認定証」を授与します。 

▲ 検定合格の「認定証」 

▼ 算数授業スタンダードの策定 

【学力向上プロジェクトチーム 数学分科会の取組】 

 

江戸川区教育委員会 令和６年 ３月  

生徒の学びの習得状況を定期的に 

把握し、学習の改善に生かすための 

「単元別検定・総合検定」 

▲

▲ 生徒が外国語を使ってコミュニケーシ

ョンをしている様子（小岩第四中学校） 

生徒の外国語による発話を促すための方法を 

教師が学ぶ様子（Ｔｏｋｙｏ Global Ｇａｔｅｗａｙ） 

▲


